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1.ファニチュア利用者数

2.利用者の年齢層

3-1 グラフ比較

3.エリア別のアクティビティ数

（C）2016 KOTOBUKI Corp.
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4.エリア別のファニチュア利用数

5.ファニチュア別のアクティビティ発生数

6.ファニチュア別のグループ利用人数

（C）2016 KOTOBUKI Corp.
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1.疎密関係

2.デザイン

3.寒さ対策

3-2空間の対比　

（C）2016 KOTOBUKI Corp.

ブランケットあり ブランケットなし
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1. 結果

2. 考察

3. 結論

3-3まとめ

（C）2016 KOTOBUKI Corp.
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り沿道整備推進協議会 / UR都市機構）主催による『神田警察通り賑わい社会実験2016』
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